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あらまし 

近年、言語の壁を超えて音声によるコミュニケーシ

ョンを実現する、「音声翻訳」技術が注目を集めている。

今後、音声翻訳技術は世界中で広く普及していき、将

来的には誰もが音声翻訳システムを気軽に利用して、

異なる言語の人々と自在に会話する日が来ると考えら

れる。しかしながら、現在の音声翻訳システムでは、

翻訳先の言語ごとに予め定められた人物（話者）のナ

レーション調の音声が出力される、という制限がある。

そこで本研究では、入力音声と異なる言語において入

力音声の話者や感情などの特徴を再現する多言語音声

合成技術を確立することを目的とする。任意の言語・

話者・感情の組み合わせの合成音声を生成可能とする

ためには、言語・話者・感情それぞれに依存する音声

の特徴を分離し、さらにそれらを学習データにない組

み合わせで音声を合成可能にする枠組みが必要である。

本研究では、言語・話者・感情に依存する音声の特徴

を分離し、異なる言語において入力音声の話者・感情

を再現することを可能とする深層学習に基づく多言語

音声合成技術の開発に取り組んだ。 

 

 

1. 研究の目的 

本研究の目的は、入力音声と異なる言語において入力

音声の話者・感情を再現する多言語音声合成技術を確

立することである。本研究では、音声に含まれる言語・

話者・感情の 3 つの要素に注目する。任意の言語・話

者・感情の組み合わせの合成音声を生成可能とするた

めに、言語・話者・感情に依存する音声の特徴を分離

し、異なる言語において入力音声の話者・感情を再現

することを可能とする深層学習に基づく多言語音声合

成の研究開発に取り組む。このような多言語音声合成

技術を開発し、音声翻訳システムへと応用することで、

自分の声のまま感情も伝えることができる自然な異言

語間コミュニケーションの実現を目指す（図 1）。 

図 1 本研究の目的および概要 

 

2. 研究の背景 

近年、深層学習の発展に伴い、音声情報処理技術の

性能は大きく向上している。入力テキストを音声へと

変換する音声合成技術においても深層学習は適用され

ており[1]、条件によっては人間と聞き分けることがで

きないほど高品質な合成音声の生成を実現している

[2]。このような音声合成技術の応用例の一つに「音声

翻訳」技術がある。音声翻訳技術は言語の壁を超えて

音声によるコミュニケーションを実現する技術として

近年注目を集めている。今後、音声翻訳技術は世界中

で広く普及していき、将来的には誰もが音声翻訳シス

テムを気軽に利用して、異なる言語の人々と自在に会



異なる言語において入力音声の特徴を再現する音声翻訳のための多言語音声合成 
Multi-lingual speech synthesis for speech translation transferring voice characteristics of input speech in 
different languages. 
 

2         TELECOM FRONTIER No.119 2023 SPRING 

話する日が来ると考えられる。しかしながら、現在の

音声翻訳システムでは、翻訳先の言語ごとに予め定め

られた人物（話者）のナレーション調の音声が出力さ

れる、という制限がある。このため、問題点１：入力

音声が同じでも翻訳先の言語によって異なる声の音声

が出力される、問題点２：誰が音声を入力しても翻訳

先の言語が同じなら同じ声の音声が出力される、問題

点３：どのような音声を入力してもナレーション調の

音声が出力される、といった問題がある（図 2）。母国

語の異なる複数人での会話を想定した時、音声翻訳シ

ステムに入力された音声は、複数の言語へと翻訳され

ることとなるが、現在の音声翻訳システムでは、上記

の問題によって誰が話しているのかが声から判断する

ことができない。また、楽しそうにしている、悲しそ

うにしている、怒っているなどの感情を伝えることも

できず、コミュニケーションに大きな支障をきたすこ

ととなる。 

図 2 音声翻訳における問題点 

 

これらの問題を解決するために、入力音声の話者に

注目し、異なる言語でその話者の声質を再現するクロ

スリンガル話者適応と呼ばれる技術の開発が進められ

ている。音声翻訳システムの利用を想定した場合、ユ

ーザは自分の母国語で音声を入力すると、クロスリン

ガル話者適応技術によって自分の声質のまま、翻訳さ

れた音声が出力されることとなる。異なる言語で声質

を再現するためには、音声に含まれる特徴のうち、言

語に依存する部分と声質（話者性）に依存する部分を

分離しながらその特徴を学習する枠組みが必要であり、

非常に困難な問題である。この技術によって自分の声

質のまま異なる言語の音声を高品質に生成することで、

上記の問題点１，２が解決されることとなる。しかし

ながら、問題点３を解決するためには、話者の再現だ

けでなく入力音声の感情や話し方などを再現する必要

がある。 

 

3. 研究の方法 

本研究では、言語・話者・感情の 3 つの要素に注目

する。任意の言語・話者・感情の組み合わせの合成音

声を生成可能とするためには、言語・話者・感情それ

ぞれに依存する音声の特徴を分離し、さらにそれらを

学習データにない組み合わせで音声を合成可能にする

枠組みが必要である。そこで、言語・話者・感情に依

存する音声の特徴を分離し、異なる言語において入力

音声の話者・感情を再現することを可能とする深層学

習に基づく多言語音声合成の研究開発に取り組んだ。 

 

3.1 Variational Autoencoder に基づく多言語音声 

合成 

図 3 VAE に基づく多言語音声合成の概要 
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 入力音声の特徴を出力音声において再現するための

枠組みとして、近年注目を集めている Variational 

Autoencoder (VAE)の構造を導入した多言語音声合成

を提案した（図3）。VAEはEncoder（符号化器）とDecoder

（復号化器）から構成され、音声合成においては、入

力音声の特徴を表す潜在変数を Encoder によって獲得

し、獲得した潜在変数とテキストを Decoder へと入力

することで入力音声の特徴を再現した音声を生成する。

提案法では、Decoder に言語依存層を導入することで

多言語へと対応する。複数言語・複数話者のテキスト

と音声のペアデータを学習データとして用いて、VAE

に基づく多言語音声合成モデルを学習する。これによ

って、言語依存の特徴は言語依存層においてモデル化

され、話者依存の特徴は Encoder においてモデル化さ

れ、音声に含まれる特徴のうち言語と話者に依存する

特徴を分離することが可能となる。このようにして学

習された VAE に基づく多言語音声合成モデルは、ある

言語の音声を Encoder へと入力し、Encoder へ入力し

た音声と異なる言語のテキストを Decoder へと入力す

ることで、入力音声と異なる言語において入力音声の

話者を再現する合成音声が生成される。 

 

3.2 敵対的学習に基づく多言語音声合成 

 入力音声の話者の特徴を、より再現するために VAE

に基づく多言語音声合成において敵対的学習の枠組み

を導入した敵対的学習に基づく多言語音声合成を提案

した[3]。テキストから音声を予測する多言語音声合成

モデルを Generator（生成器）とし、人間が発声した音

声 か モ デ ル が 生 成 し た 音 声 か を 識 別 す る

Discriminator（識別器）を導入する。敵対的学習では、

入力された音声が人間の発声した音声かモデルが生成

した音声かを Discriminator が識別できなくなるよう

に Generator の学習を行うことで、より人間の発声に

近い音声をモデルから生成可能とする。さらに、より

話 者 の 特 徴 を 学 習 す る た め に 、 話 者 情 報 を

Discriminator の入力に加える手法についても検討し

た。実験結果から、敵対的学習を導入することで、異

なる言語においてより話者の特徴を再現することが示

された。 

 

3.3 異なる話者で感情を再現するためのモデル構造

の検討 

 従来の感情音声合成では、ある特定の話者の様々な

感情音声を収録し、テキストと感情音声のペアデータ

を用い ることで、感情音声合成モデルの学習が行われ

る。本研究では、ある特定の話者には感情音声のペア

データが存在するが、別の話者には感情音声のペアデ

ータは存在せず、ナレーション調音声のペアデータ             

のみが存在するという状況を想定する。ナレーション

調音声のデータしか持たない話者の声質で感情音声を

生成するために、感情と話者の特徴を分離して学習す

るためのモデル構造について検討を行った。提案法で

は、ナレーション調音声を用いた話者の変換とナレー

ション調音声から感情音声への 2 段階の変換を実現す

るようなモデル構造を導入することで、感情音声を収

録していない話者の声質のまま感情音声を生成した。 

 

3.4 顔画像を補助特徴として利用した複数話者 

音声合成 

図 4 顔画像を補助特徴として利用した 

複数話者音声合成の概要 

 

 入力音声のみから音声の特徴を獲得するのではなく、

顔画像から音声の特徴を獲得する枠組みを提案した。

人間は顔から声の特徴を予測するため、顔画像と声質

の間には何らかの相関があると考えられている。そこ

で、顔画像・テキスト・音声の関係を深層学習によっ
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てモデル化する手法を提案した（図 4）[4]。提案法は、

顔画像と音声をそれぞれ VAE によってもモデル化する。

テキストは音声をモデル化した VAE の Decoder の入力

に用いる。顔画像をモデル化した VAE の潜在変数と、

音声をモデル化した VAE の潜在変数の間で同一人物の

顔画像と音声の場合は共通する潜在変数によって表す

という制約を加えることで、顔画像と音声の関係をモ

デル化することが可能となった。提案法では、顔画像

を入力することで、その顔画像から予測される声質の

合成音声を生成する。評価においては、顔画像を見せ

ながら、実際にその人物の声質の合成音声と顔画像か

ら予測した声質の合成音声を比較した。実験結果から、

顔画像に対して違和感のない音声の合成を生成可能で

あることを示した。 

 

４．将来展望 

現在の音声翻訳システムでは、翻訳先の言語ごとに

予め定められた人物のナレーション調の音声が出力さ

れる、という制限がある。本研究では、入力音声の話

者・感情を翻訳先の言語で再現する多言語音声合成を

開発することで上記の問題を解決することを目指した。

音声を入力した人物の声のまま、感情を込めて音声翻

訳が行われることで、より自然で円滑なグローバルコ

ミュニケーションを実現することができると考える。

また、音声翻訳システムは、日常の会話以外にも様々

な場面で利用されると考えられる。例えば、著名人の

講演やインターネット上での動画配信を様々な言語に

翻訳するといった状況を想定すると、声質自体がその

人物のブランドイメージの一部であると考えられるた

め、異なる人物の声に翻訳されることは望ましくない。

また、講演や演説の多くはニュースのような単調な読

み上げ音声ではなく、感情を込めることで多くを伝え

ようとしている。そのような状況においては、その人

物の個人性や感情が保持された声で出力されることが

必須である。これまで、音声翻訳システムは、いかに

正しく翻訳されるかといった翻訳性能に重点が置かれ

てきたが、今後は利用者の個人性や感情などの表現を

再現することが重要な課題になると考えられる。 

 

 

おわりに 

 本研究では、異なる言語において入力音声の話者・

感情を再現することを可能とする深層学習に基づく多

言語音声合成技術の開発に取り組んだ。音声から言語・

話者・感情に依存する特徴を分離し、これらの特徴を

モデル化する手法を提案した。今後は、任意の言語・

話者・感情の組み合わせの音声を、より高品質に生成

可能にする手法やより細かなニュアンスを異なる言語

で再現する手法の開発に取り組む必要がある。これら

が実現されることで、言語の壁を超えた、音声による

グローバルコミュニケーションが実現されることが期

待される。 
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